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株主各位

証券コード　6101
2026年５月26日

株 主 各 位
東京都中央区日本橋富沢町12番20号

代表取締役社長 渡 部 昇 弘

【当社ウェブサイト】
https://www.tsugami.co.jp/

【株主総会資料　掲載ウェブサイト】
https://d.sokai.jp/6101/teiji/

【東京証券取引所ウェブサイト(東証上場会社情報サービス)】
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

第123期定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申しあげます。

さて、当社第123期定時株主総会を下記により開催いたしますので、

ご案内申しあげます。

本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報(電子提供措

置事項)について電子提供措置をとっており、インターネット上の以下の各ウェブサ

イトに掲載しておりますので、いずれかのウェブサイトにアクセスのうえ、ご確認く

ださいますようお願い申しあげます。

(上記ウェブサイトにアクセスいただき、「株主・投資家情報」「株主総会」を選
択のうえ、ご確認ください。)

(上記の東証ウェブサイトにアクセスいただき、「銘柄名(会社名)」に「ツガミ」
または「コード」に当社証券コード「6101」を入力・検索し、「基本情報」「縦覧書
類/PR情報」を選択のうえ、ご確認ください。)

なお、当日のご出席に代えて、書面（郵送）またはインターネット等により議決権

を行使することができますので、お手数ながら株主総会参考書類をご検討のうえ、後

記「議決権行使のご案内」にしたがって、議決権を行使してくださいますようお願い

申しあげます。

敬　具
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株主各位

１．日 時 2026年６月17日（水曜日）午前10時

２．場 所 新潟県長岡市台町２丁目８番35号

ホテルニューオータニ長岡 ３階 桜の間

３．会議の目的事項

報 告 事 項 １. 第123期（2025年４月１日から2026年３月31日まで）事業報

告、連結計算書類ならびに会計監査人および監査等委員会の連

結計算書類監査結果報告の件

２. 第123期（2025年４月１日から2026年３月31日まで）計算書類

報告の件

決 議 事 項

　第１号議案

　第２号議案

  取締役（監査等委員である取締役を除く。）４名選任の件

  監査等委員である取締役３名選任の件

記

以　上

◎当日ご出席の際は､お手数ながら議決権行使書用紙を会場受付にご提出ください｡ま

た､議事資料として本冊子をご持参くださいますようお願い申しあげます。

◎本株主総会においては、書面交付請求の有無に関わらず、一律に電子提供措置事項

を記載した書面をお送りいたします。電子提供措置事項のうち、次の事項につきま

しては、法令および当社定款の規定に基づき、インターネット上の電子提供措置事

項を掲載している各ウェブサイトに掲載しておりますので当該書面には掲載してお

りません。なお、会計監査人および監査等委員会は、次の事項を含む監査対象書類

を監査しております。

① 連結計算書類の連結注記表

② 計算書類の個別注記表

◎電子提供措置事項に修正が生じた場合は、電子提供措置事項を掲載している各ウェ

ブサイトに修正した旨、修正前の事項および修正後の事項を掲載させていただきます。

◎今後の状況変化により株主総会の運営に大きな変更が生ずる場合は、当社ウェブサ

イトにてお知らせいたします。

－ 2 －



2026/05/13 15:54:07 / 25299961_株式会社ツガミ_招集通知_電子提供措置用

株主各位

インターネット等で議決権を行使される場合

行使期限
　

2026年 6 月16日（火曜日）午後５時30分入力完了分まで

当社指定の議決権行使ウェブサイト（https://evote.tr.mufg.jp/）に

て、行使期限までに議案に対する賛否をご入力ください。

　詳細は、次項記載の「インターネットによる議決権行使のご案内」

　をご確認ください。

　

書面（郵送）で議決権を行使される場合

行使期限
　

2026年 6 月16日（火曜日）午後５時30分到着分まで

議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示のうえ、ご投函ください。

　

株主総会にご出席される場合

日 時
　

2026年 6 月17日（水曜日）午前10時

議決権行使書用紙を会場受付にご提出ください。

　

議決権行使のご案内

議決権は、以下の３つの方法により行使いただくことができます。

書面（郵送）により議決権を行使された場合の議決権行使書において、議案に対する

賛否の表示がない場合は、賛成の表示があったものとしてお取り扱いいたします。

・ インターネットと書面（郵送）により重複して議決権を行使された場合は、インターネット
による議決権行使の内容を有効として取り扱わせていただきます。

・ インターネットにより複数回にわたり議決権を行使された場合は、最後に行使された内容を
有効とさせていただきます。
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株主各位

行使

期限

2026年 6 月16日（火曜日）

午後５時30分入力完了分まで
　

QRコードを読み取る方法

インターネットによる議決権行使のご案内

議決権行使書用紙に記載のログインID、仮パスワード
を入力することなく、議決権行使サイトにログイン
することができます。

以降は画面の案内に従っ

て賛否をご入力ください。
２

議決権行使書用紙に記載

のQRコードを読み取って

ください。

１

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○

議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード

ログインID

仮パスワード

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○

議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード

ログインID

仮パスワード

見 本

見 本※‌�「QRコード」は株式会社デンソー
ウェーブの登録商標です。

※議決権行使書用紙はイメージです。
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ログインID・仮パスワードを
入力する方法

議決権行使

ウェブサイト https://evote.tr.mufg.jp/

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部　ヘルプデスク

0120－173－027
（通話料無料／受付時間 9：00～21：00）

インターネットによる議決権行使に関するお問い合せ 機関投資家の皆様へ

株式会社ICJが運営する「議決権電子行使プラッ

トフォーム」のご利用を事前に申し込まれた場

合には、当該プラットフォームより議決権をご

行使いただくことも可能です。

・インターネットによる議決権行使は、毎日午前２時30分から午前４時30分までは取扱いを休止します。
・‌�パソコンやスマートフォンのインターネットのご利用環境等によっては、議決権行使ウェブサイトがご利

用できない場合があります。
・‌�議決権行使サイトへのアクセスに際して発生する費用(インターネット接続料金等)は、株主様のご負担と

なります。

議決権行使ウェブサイトにアクセスして

ください。
１

以降は画面の案内に従って賛否をご入力

ください。
３

※操作画面はイメージです。

議決権行使書用紙に記

載された「ログイン

ID・仮パスワード」を

入力し「ログイン」を

クリックしてください。

２
「ログインID・
仮パスワード」
を入力

「ログイン」を
クリック
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事業の状況

（ 2025年４月１日から
2026年３月31日まで ）

事　 業　 報　 告

１. 企業集団の現況
(1)当事業年度の事業の状況

①事業の経過および成果

当期における当社グループを取り巻く環境につきましては、市場全体の不透

明感が高まる中、中国およびインド市場をはじめ各拠点において着実に事業を

推進した結果、売上収益は、前期比20.2％増の129,140百万円、営業利益は前

期比54.9％増の36,102百万円、親会社の所有者に帰属する当期利益は同53.6％

増の16,745百万円と売上収益、利益面ともに既往最高となりました。

機種別の売上収益では、主力の自動旋盤は前期比20.3％増の108,621百万

円、研削盤は同7.1％増の5,505百万円、マシニングセンタ・転造盤・専用機は

同30.1％増の8,886百万円となりました。

②設備投資の状況

当連結会計年度中に取得した主要設備

当社長岡工場　　　　　　　　 工場設備の修繕

　　　　　　　　　　　　　　 工作機械製造工場の建替※

津上精密机床(浙江)有限公司　 工作機械製造設備の増設

　　　　　　　　　　　　　　 工作機械製造の新工場※

安徽津上精密机床有限公司　　 工作機械製造設備の増設

TSUGAMI PRECISION ENGINEERING INDIA PRIVATE LIMITED

　　　　　　　　　　　　　　 工作機械、鋳物等部品製造の新工場

　　　　　　　　　　　　　　（※は継続中であります。）

上記等の投資総額は2,181百万円であり、自己資金を充当いたしました。

③資金調達の状況

当年度中は、社債および新株式の発行による資金調達は実施しておりません。
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直前３事業年度の財産及び損益の状況

（単位：百万円）

区 分
第120期
2022年度

第121期
2023年度

第122期
2024年度

第123期
2025年度

(当連結会計年度)

売 上 収 益 94,963 83,928 107,411 129,140

税 引 前 利 益 16,467 13,795 23,709 35,617

親会社の所有者に帰属する
当 期 利 益

7,695 5,376 10,901 16,745

基本的１株当たり当期利益 159.39円 112.57円 231.55円 361.20円

資 産 合 計 112,364 117,714 127,306 154,055

資 本 合 計 64,922 72,361 84,114 106,477

１ 株 当 た り
親会社所有者帰属持分

1,057.67円 1,190.52円 1,327.03円 1,719.40円

(2)直前３事業年度の財産および損益の状況

（注）IFRSに準拠して連結計算書類を作成しております｡
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重要な親会社及び子会社の状況

会 社 名 資本金 当社の議決権比率 主要な事業内容

㈱ツガミ総合サービス 42百万円 100.0 工場構内の建物、設備の点検・保守、損保代理業務

T S U G A M I  E U R O P E  G m b H 60
千
ユーロ

100.0 工作機械の販売、保守、修理サービス

津上精密机床(浙江)有限公司 992
百万
人民元

100.0
(100.0)

工作機械の製造販売

津上精密機床(中國)有限公司 375
百万

香港ドル
68.1 持株会社

津上精密機床(香港)有限公司 767
百万

香港ドル

100.0
(100.0)

持株会社

浙江品川精密機械有限公司 35
百万
人民元

100.0
(100.0)

工作機械用鋳物の製造販売

安徽津上精密机床有限公司 150
百万
人民元

100.0
(100.0)

工作機械、鋳物等部品の製造販売

T S U G A M I  P R E C I S I O N 
ENGINEERING INDIA PRIVATE
LIMITED

495
百万
ｲﾝﾄﾞ
ﾙﾋﾟｰ

90.9
(15.1)

工作機械の製造販売

TSUGAMI (THAI) CO.,LTD. 10
百万
ﾀｲﾊﾞｰﾂ

47.9 工作機械の販売、保守、修理サービス

TSUGAMI KOREA CO.,LTD. 1,000
百万
ウォン

100.0 工作機械の販売、保守、修理サービス

TSUGAMI Universal Pte.Ltd. 125
千
ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

ﾄﾞﾙ

100.0 工作機械の販売、保守、修理サービス

TSUGAMI UNIVERSAL SDN.BHD. 150
千
ﾏﾚｰｼｱ
ﾘﾝｷﾞｯﾄ

100.0
(100.0)

工作機械の販売、保守、修理サービス

TSUGAMI VIETNAM COMPANY
LIMITED

1,689
百万
ﾍﾞﾄﾅﾑ
ﾄﾞﾝ

100.0 工作機械の販売、保守、修理サービス

(3)重要な親会社および子会社の状況

①親会社の状況

　　該当はありません。

②重要な子会社の状況

(注)当社の議決権比率( )内は間接所有割合で内数であります。
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対処すべき課題

(4)対処すべき課題
（中長期的課題）

当社グループは、中長期的戦略として、以下の重点課題に対し積極的に取り
組んでおります。

①グローバル成長の加速と製品ポートフォリオの最適化
　成長市場へのリソース集中と、製品ポートフォリオの最適化を通じて、売
上と市場シェアの拡大を目指します。具体的には、収益性や市場成長性を基
準に既存製品群を精査するとともに、環境対応や省エネ性能が求められる自
動車部品、さらなる高度化が進むIT分野や医療分野など、高付加価値領域へ
の投資を強化します。
さらに、中長期的な視点で、中国・東南アジア・インドなど設備投資意欲

が旺盛な成長地域において、生産・販売・アフターサービス体制を一層強化
します。地域特性に即した事業展開を推進し、グローバル規模での持続的成
長の実現を目指します。

②生産性とサプライチェーンの効率化
グローバルで最適な生産体制を構築し、サプライチェーンの効率化を徹底

します。各拠点の役割を明確化し、需要に応じた柔軟な供給体制でリードタ
イム短縮と在庫最適化を実現します。
さらに、工程改善やデジタル技術の活用によりコスト競争力を強化し、収

益性の高い事業運営を推進します。グループ全体で生産・販売・管理体制を
強化し、顧客ニーズに応える製品とサービスを提供することで、お客様に信
頼される企業であり続けます。

③社会課題解決に貢献する製品開発
製造業を取り巻く社会課題に対応するため、次世代の工作機械開発に注力

します。自動化・省人化、環境規制や産業構造変化への対応を軸に、持続可
能で信頼性の高い製品群を提供し、未来の製造業を支えていきます。

以上のような活動と同時に環境保全やコンプライアンスなど、CSR活動にも積
極的に取り組み、株主やお客様をはじめとする全てのステークホルダーの皆様
に信頼される企業として、最大限の経営努力をしてまいります。
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主要な事業内容、主要な営業所及び工場

(5)主要な事業内容（2026年３月31日現在）
精密工作機械の製造および販売

名 称 所　　　在　　　地

本 社 東京都中央区

営 業 所 上尾、長岡、茅野、名古屋、大阪

長 岡 工 場 新潟県長岡市

名 称 所　　　在　　　地

㈱ ツ ガ ミ 総 合 サ ー ビ ス 新潟県長岡市

T S U G A M I  E U R O P E  G m b H ドイツ

津 上 精 密 机 床 ( 浙 江 ) 有 限 公 司 中国

浙 江 品 川 精 密 機 械 有 限 公 司 中国

安 徽 津 上 精 密 机 床 有 限 公 司 中国
TSUGAMI PRECISION ENGINEERING
I N D I A  P R I V A T E  L I M I T E D
T S U G A M I  （ T H A I ）  C O . , L T D .
T S U G A M I  K O R E A  C O . , L T D .
T S U G A M I  U n i v e r s a l  P t e . L t d .
T S U G A M I  U N I V E R S A L  S D N . B H D .
TSUGAMI VIETNAM COMPANY LIMITED

インド

タイ
韓国
シンガポール
マレーシア
ベトナム

(6)主要な営業所および工場（2026年３月31日現在）
①当　社

②子会社

－ 10 －
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使用人の状況、主要な借入先、剰余金の配当等の決定に関する方針

使 用 人 数 前連結会計年度末比増減

3,515（89）名 82名増（１名減）

使 用 人 数 前事業年度末比増減 平 均 年 齢 平均勤続年数

482(72)名 18名減(２名減) 44.0歳 19.0年

(7)使用人の状況（2026年３月31日現在）

①企業集団の使用人の状況

（注）使用人数は就業員数であり、パートおよび嘱託社員は（　）内に年間の平
均人員を外数で記載しております。

②当社の使用人の状況

（注）使用人数は就業員数であり、パートおよび嘱託社員は（　）内に年間の平
均人員を外数で記載しております。

借 入 先 借 入 額

株式会社三井住友銀行 1,200百万円

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 1,200百万円

株式会社第四北越銀行 1,200百万円

株式会社みずほ銀行 800百万円

株式会社八十二長野銀行 400百万円

(8)主要な借入先の状況（2026年３月31日現在）

(9)剰余金の配当等の決定に関する方針

当社グループは今後とも、時代の変化に対応した開発投資を積極的に行い、

競争力の一層の強化、経営の効率化に引き続き取り組むことにより、企業グル

ープの総合力を高め、株主の皆様に利益還元を図ることが基本と考えておりま

す。従いまして、企業体質の強化を図るとともに、安定配当を確保すべくグル

ープをあげて努力してまいります。

また、株主還元策の一環としての自己株式取得につきましては、機動的な資

本政策の遂行を可能とすること等を目的として、その必要性、財務状況、株価

動向等を総合的に判断いたしまして適切に対応してまいります。

2026年３月期の剰余金の配当につきましては、１株につき中間配当金36円、

期末配当金49円の年間85円とさせていただきました。

また、2027年３月期の剰余金の配当につきましては、１株につき中間配当金49

円、期末配当金49円、年間98円とさせていただく予定であります。
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①発行可能株式総数 320,000,000株

②発行済株式の総数 48,000,000株

③株主数 10,238名

　株  主  名 持株数（千株） 持株比率（％）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口) 5,691 12.21

株式会社日本カストディ銀行(信託口) 2,264 4.86

株式会社第四北越銀行 2,184 4.68

株式会社三井住友銀行 1,516 3.25

ツガミ取引先持株会 1,161 2.49

第一生命保険株式会社 1,102 2.36

ＴＨＥ ＢＡＮＫ ＯＦ ＮＥＷ ＹＯＲＫ ＭＥＬＬＯＮ　１４００４４ 1,053 2.26

ＳＴＡＴＥ　ＳＴＲＥＥＴ　ＢＡＮＫ　ＡＮＤ　ＴＲＵＳＴ　ＣＯＭＰＡＮＹ　
５０５２２３

1,012 2.17

ＴＨＥ ＢＡＮＫ ＯＦ ＮＥＷ ＹＯＲＫ　１３３６５２ 941 2.02

ＨＳＢＣ　ＨＯＮＧ　ＫＯＮＧ－ＴＲＥＡＳＵＲＹ　ＳＥＲＶＩＣＥＳ
Ａ／Ｃ　ＡＳＩＡＮ　ＥＱＵＩＴＩＥＳ　ＤＥＲＩＶＡＴＩＶＥＳ

925 1.98

株　式　数 交付対象者数

取締役（監査等委員である取締役および

　　　　 社外取締役を除く）
17,400株 4名

２. 会社の現況

(1)株式の状況（2026年３月31日現在）

④大株主（上位10名）

(注)持株比率は自己株式1,412千株を控除して計算しており、小数点第３位以下
を切り捨てて表示しております。

⑤当事業年度中に職務執行の対価として当社役員に対し交付した株式の状況

(注)当社の株式報酬の内容につきましては、「２.(2)④取締役の報酬等」に記
載しております。
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銘柄数 貸借対照表計上額の合計額

14銘柄 5,634百万円

【ご参考】

当社が保有する株式に関する事項（2026年３月31日現在）

①政策保有に関する方針

当社は、重要な取引先との信頼関係の強化を図り、当社の中長期的な成
長・企業価値の向上に資すると判断される場合に、政策株式を保有しま
す。保有する株式については、毎年、個別銘柄ごとに保有の意義、便益や
リスク等の経済的合理性を、経営委員会で協議し、必要に応じて取締役会
に諮り検証します。その結果、保有の意義・合理性が乏しいと判断される
株式は、市場動向などを考慮のうえ売却し縮減を進めます。

②政策保有株式の議決権行使の基準

当社は、議決権の行使にあたって、議案内容を厳格に検討し、当社の企業
価値を毀損させることがないか、当該企業の中長期的な企業価値の向上に
資するか、反社会的行為を行っていないか、株主利益を軽視していないか
などを総合的に判断しています。

③当社が純投資目的以外の目的で保有する株式の銘柄数および貸借対照表

計上額の合計額

(注)2026年３月31日現在の連結財政状態計算書の資本合計106,477百万円

と比較して、貸借対照表計上額の合計額の割合は5.29％。
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地　位 氏　名 担当および重要な兼職の状況

取締役
代表取締役
代表取締役

山 宮 道 代
渡 部 昇 弘
松 下 真 実

田辺総合法律事務所 パートナー

取締役 羽賀勝一郎
津上精密機床(中國)有限公司 業務執行董事CFO
津上精密機床(香港)有限公司 董事

取締役 唐 　 東 雷
取締役
(監査等委員)

半 場 　 秀 島田法律事務所 パートナー

取締役
(監査等委員)

竹 内 芳 美 中部大学 理事長

取締役
(監査等委員)

太 田 邦 正
ｱｼﾞｱﾊﾟｲﾙﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社 社外監査役
武蔵野美術大学 評議員
精密測定技術振興財団 監事

取締役
(監査等委員)

安 達 健 祐 ＥＮＥＣＨＡＮＧＥ株式会社 社外取締役

(2)会社役員の状況

①取締役の状況（2026年３月31日現在）

(注)１.当事業年度中の取締役の異動は次のとおりであります。
   2025年６月18日開催の第122期定時株主総会終結の時をもって、取締役 久保健氏、米

山賢司氏、取締役(監査等委員) 木村裕氏は任期満了により退任、取締役(監査等委員)
山宮道代氏は辞任により退任いたしました。同株主総会において、山宮道代氏、羽賀
勝一郎氏は取締役に、太田邦正氏は取締役(監査等委員)新たに選任され就任しており
ます。

２.取締役 山宮道代氏、並びに取締役(監査等委員) 半場秀氏、竹内芳美氏、太田邦正
氏、安達健祐氏は、社外取締役であります。

３.取締役(監査等委員) 太田邦正氏は、長年にわたりグローバルに事業を展開する企業に
おいて企業経営等に従事した経験があり、財務及び会計に関する相当程度の知識を有
しております。

４.取締役 山宮道代氏、並びに取締役(監査等委員) 半場秀氏、竹内芳美氏、太田邦正
氏、安達健祐氏につきましては、東京証券取引所に対し、独立役員として届け出てお
ります。

５.監査等委員会は、内部統制システムを通じた組織的監査を実施しており、また監査等
委員会の職務を補助する監査等委員会事務局を設置していることから、当社では常勤
監査等委員を選定しておりません。

②責任限定契約の内容の概要
当社は、非業務執行取締役である山宮道代氏、半場秀氏、竹内芳美氏、太田

邦正氏、安達健祐氏との間で会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423

条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。

当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が規定する最低責任限度額

であります。
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③役員等賠償責任保険契約の内容の概要等

当社は、保険会社との間で、当社の取締役（当事業年度中に在任していた者

を含む。）を被保険者とする、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償

責任保険契約を締結しており、保険料は全額当社が負担しております。

当該保険契約の内容の概要は、被保険者である対象役員が、その職務の執行に

関し責任を負うこと又は当該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずる

ことのある損害を当該保険契約により保険会社が填補するものであり、１年毎に

契約更新しております。

なお、当該保険契約では、当社が当該役員に対して損害賠償責任を追及する場

合は保険契約の免責事項としており、また、填補する額について限度額を設ける

ことにより、当該役員の職務の執行の適正性が損なわれないようにするための措

置を講じております。

④取締役の報酬等

イ. 役員報酬等の内容の決定に関する方針等

当社は、取締役会において、取締役の個人別の報酬等の内容にかかる決定

方針を決議しております。当該取締役会の決議に際しては、あらかじめ決議

する内容について報酬委員会へ諮問し、答申を受けております。

また、取締役会は、当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等について、

報酬等の内容の決定方法および決定された報酬等の内容が当該決定方針と整

合していることや、指名・報酬委員会からの答申が尊重されていることを確

認しており、当該決定方針に沿うものであると判断しております。

取締役の個人別の報酬等の内容にかかる決定方針の内容は次のとおりで

す。

a. 基本方針

・コーポレート・ガバナンスに関する基本方針に基づき、持続的な企業価値

の向上を図るインセンティブとして十分に機能するよう株主と価値を共有

する報酬体系とし、個人別の報酬額決定に際しては各職責を踏まえた適正

な水準とします。

・独立社外取締役が過半数を占める報酬委員会の審議を経ることにより、客

観性と透明性を確保します。

・報酬は、株主総会決議により定めた報酬総額の範囲内とします。
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b. 報酬の構成

・業務執行取締役の報酬は、基本報酬、業績連動報酬および非金銭報酬とし

ます。種類別の報酬割合については、当社と同程度の事業規模である他社

の動向等を踏まえ、役位、職責等を勘案し、報酬委員会において審議を行

います。取締役会（後記の委任を受けた経営委員３名による合議体）は、

報酬委員会の答申を尊重して、個人別に種類別の報酬割合および報酬の内

容等を決定します。金銭報酬については、役位および職責等に応じた基本

報酬を基礎とし、業務執行を担うことから、一部を業績連動報酬とするこ

とにより、業務執行の責任を意識づけ、かつ業績向上のインセンティブを

高めます。加えて、非金銭報酬として株主と価値を共有する株式報酬を設

けることにより、中長期的な企業価値向上を意識づけることのできる報酬

構成とします。

・社外取締役および監査等委員である取締役については、監督機能を担う職

務に鑑み、基本報酬のみとします。

c. 基本報酬(金銭報酬)

・基本報酬は、月例の固定報酬とし、役位、職責、社内・社外および常勤・

非常勤の別、当社の業績等を総合的に勘案して決定します。

d. 業績連動報酬

・業績連動報酬は、業績向上に対する意識を高めるため業績指標等を反映し

た金銭報酬とし、月例の報酬として支給します。業績指標とその値は、業

績予想値（連結売上収益、連結営業利益等）の達成度合い、担当業務の業

績評価等と整合するよう設定し、適宜、環境の変化に応じて見直しを行う

ものとします。

e. 非金銭報酬

・非金銭報酬は、中長期的な業績連動報酬の一環として、譲渡制限付株式報

酬とします。株主総会において決議された年額の範囲内で金銭報酬債権を

支給し、各対象者は当該金銭報酬債権の全部を現物出資の方法で支給する

ことにより、譲渡制限付株式の割当てを受けます。毎年、一定の時期に、

役位、職責、当社の業績などを総合的に勘案して、譲渡制限付株式を割当

て、退職時に譲渡制限を解除する仕組みとします。
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区　分
報酬等
の総額

(百万円)

報酬等の種類別の総額(百万円) 対象となる
役員の員数

(名)基本報酬
業績連動
報酬等

非金銭
報酬等

取締役(監査等委員を除く)
（うち社外取締役）

140
(9)

85
(9)

22
(－)

32
(－)

7
(2)

取締役(監査等委員)
（うち社外取締役）

39
(39)

39
(39)

－
(－)

－
(－)

6
(6)

合　計
（うち社外取締役）

180
(48)

125
(48)

22
(－)

32
(－)

13
(8)

f. 個人別の報酬等内容の決定の手続き

・取締役（監査等委員である取締役を除く）の報酬等内容の決定に際して、

報酬委員会は、取締役会より諮問を受け、上記方針・基準に基づき審議を

行い答申します。

・取締役（監査等委員である取締役を除く）の個人別の報酬等の内容は、取

締役会の決議により委任された経営委員３名が、報酬委員会の答申を尊重

して協議により決定します。

・監査等委員である取締役の個人別の報酬等の内容は、報酬委員会の答申を

尊重して、監査等委員全員の同意に基づき、監査等委員会において協議を

行い決定します。

ロ. 当事業年度に係る報酬等の総額等

(注)１.上記には､2025年６月18日開催の第122期定時株主総会終結の時をもって退任した取締役(監
査等委員である取締役を除く)２名（うち、社外取締役は１名）、および監査等委員であ
る取締役２名（社外取締役）を含んでおります。

２.取締役（監査等委員である取締役を除く）の金銭報酬の額は、2018年６月20日開催の
第115期定時株主総会において、年額250百万円以内と決議しております。当該株主総
会終結時点の取締役（監査等委員である取締役を除く）の員数は７名（うち、社外取
締役は２名）です。また、この金銭報酬とは別枠で、2021年６月16日開催の第118期定
時株主総会において、それまでの株式報酬型ストックオプションとして割り当てる新
株予約権に関する報酬等の額の定めを廃止し、取締役（監査等委員である取締役を除
く）に対する譲渡制限付株式に関する報酬等として年額80百万円以内として設定する
ことおよび各事業年度において割り当てる譲渡制限付株式の総数は150,000株を上限と
することを決議しております。当該株主総会終結時点の取締役（監査等委員である取
締役および社外取締役を除く）の員数は３名です。

３.監査等委員である取締役の金銭報酬の額は、2018年６月20日開催の第115期定時株主総
会において年額80百万円以内と決議しております。当該株主総会終結時点の監査等委
員である取締役の員数は４名です。
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地　位
氏　名

兼 職 先 兼 職 内 容 当社と兼職先との関係

取締役
山 宮 道 代

田辺総合法律事務所 パートナー
当社と田辺総合法律事務所
との間には、特別の利害関
係はありません。

取締役
(監査等委員)
半 場 　 秀

島田法律事務所 パートナー
当社と島田法律事務所との
間には、特別の利害関係は
ありません。

取締役
(監査等委員)
竹 内 芳 美

中部大学 理事長
当社と中部大学との間に
は、特別の利害関係はあり
ません。

取締役
(監査等委員)
太 田 邦 正

ｱｼﾞｱﾊﾟｲﾙﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ㈱

武蔵野美術大学

精密測定技術振興財団

社外監査役

評議員

監事

当社とｱｼﾞｱﾊﾟｲﾙﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ
㈱、武蔵野美術大学、及び
精密測定技術振興財団との
間には、特別の利害関係は
ありません。

取締役
(監査等委員)
安 達 健 祐

ENECHANGE(株) 社外取締役
当社とENECHANGE㈱との間に
は、特別の利害関係はあり
ません。

４.取締役会は、経営委員３名（渡部昇弘、松下真実、本間利雄）に対し取締役（監査等委
員である取締役を除く）の個人別の報酬等の内容（基本報酬および業績連動報酬の額
等）の決定を委任しております。委任した理由は、当社全体の業績等を勘案しつつ各取
締役の担当部門について評価を行うには経営委員３名による合議体が適していると判断
したためであります。なお、当社は、取締役会の諮問機関として、独立社外取締役が過
半数を占める任意の指名委員会および報酬委員会を設置しております。上記取締役の報
酬等内容の決定に際しては、事前に報酬委員会において審議し、取締役会の決議により
委任された経営委員３名は、報酬委員会の答申を尊重して決定することとしておりま
す。

⑤社外役員に関する事項

イ.他の法人等との兼職の状況および当社と当該他の法人等との関係
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　氏　　名
出席状況、発言状況および

社外取締役に期待される役割に関して行った職務の概要

取締役 山 宮 道 代

当期開催の取締役会９回のうち９回に出席いたしまし
た。弁護士としての専門的見地から、当社の経営に対
する実効性の高い監督等に十分な役割・責務を果たし
ております。
また、報酬委員会の委員長として、客観的・中立的立
場で当社の役員報酬等の決定過程における監督機能を
担っております。

取締役
(監査等委員)

半 場 　 秀

当期開催の取締役会９回のうち９回に、監査等委員会
５回のうち５回に出席いたしました。弁護士としての
専門的見地から、意思決定の妥当性・適正性を確保す
るための発言を行っております。
また、指名委員会の委員および報酬委員会の委員とし
て、客観的・中立的立場で当社の役員候補者の選定や
役員報酬等の決定過程における監督機能を担っており
ます。

取締役
(監査等委員)

竹 内 芳 美

当期開催の取締役会９回のうち８回に、監査等委員会
５回のうち４回に出席いたしました。主に当社事業と
関連の深い工作機械等の研究者としての専門的な立場
から、監督、助言等を行うなど、意思決定の妥当性・
適正性を確保するための適切な役割を果たしておりま
す。
また、報酬委員会の委員として、客観的・中立的立場
で当社の役員報酬等の決定過程における監督機能を担
っております。

取締役
(監査等委員)

太 田 邦 正

2025年６月18日取締役(監査等委員)就任後、当期開催
の取締役会７回のうち７回に、監査等委員会４回のう
ち４回に出席いたしました。グローバルに事業を展開
する企業における経営者としての豊富な経験と幅広い
見識に基づいて監督、助言等を行うなど、意思決定の妥
当性・適正性を確保するための適切な役割を果たしてお
ります。

取締役
(監査等委員)

安 達 健 祐

当期開催の取締役会９回のうち９回に、監査等委員会
５回のうち５回に出席いたしました。主に各業界動向
に関する幅広い見識に基づいて監督、助言等を行うな
ど、意思決定の妥当性・適正性を確保するための適切な
役割を果たしております。
また、指名委員会の委員長として、客観的・中立的立
場で当社の役員候補者の選定等の決定過程における監
督機能を担っております。

ロ.当事業年度における主な活動状況
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(注）当社は、取締役会の諮問機関として任意の指名委員会および報酬委員会

を設置しております。

取締役および執行役員の指名・報酬等に係る評価・決定プロセスの透明

性および客観性を担保することにより、取締役会の監督機能の強化、コー

ポレート・ガバナンス体制の充実を図ることを目的としております。

各委員会は、取締役会が選定した３名以上の取締役で構成し、過半数は

独立社外取締役としております。
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支 払 額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 62百万円

当社および子会社が会計監査人に支払うべき
金銭その他の財産上の利益の合計額

62百万円

(3)会計監査人の状況

①名称　　　EY新日本有限責任監査法人

②報酬等の額

(注)1.当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づ
く監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業
年度に係る会計監査人の報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

2.監査等委員会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況および報酬見積り
の算出根拠等が適切であるかどうかについて必要な検証を行ったうえで、会計監査人の報酬
等の額について同意の判断をいたしました。

3.当社の重要な子会社のうち、津上精密机床(浙江)有限公司及びTSUGAMI PRECISION 
ENGINEERING INDIA PRIVATE LIMITEDは、会計監査人以外の公認会計士が計算関係書類の監査
をしております。

③会計監査人の解任または不再任の決定の方針

監査等委員会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要

があると判断した場合は、株主総会に提出する会計監査人の解任または不再

任に関する議案の内容を決定いたします。また、監査等委員会は、会計監査

人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場合は、

監査等委員全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。この場合、

監査等委員会が選定した監査等委員は、解任後最初に招集される株主総会に

おきまして、会計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いたします。

なお、取締役会が、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必

要があると判断した場合は、会計監査人の解任または不再任を株主総会の会

議の目的とすることを監査等委員会に請求し、監査等委員会はその適否を判

断したうえで、株主総会に提出する議案の内容を決定いたします。

④責任限定契約の内容の概要

契約はありません。
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(4)業務の適正を確保するための体制および当該体制の運用状況
当社は、企業価値の持続的な拡大のため、業務の適正および財務報告の信頼性

を確保するための体制（内部統制システム）を構築しております。
当社は、取締役会において内部統制システムの基本方針を以下のように決定し

ております。
①取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保する
ための体制

イ.当社の取締役会はコンプライアンスを経営の重要課題の一つとして位置付
け、健全な社会規範の下で業務を遂行するため「ツガミグループ行動規範」
を制定しコンプライアンス方針を定める。

ロ.当社の取締役および使用人が法令、定款その他社内規則および社会規範等に
違反する行為を発見した場合の通報制度として「内部通報制度」を構築する
とともに通報者の保護を図る。

ハ.経営委員会直轄部署として「監査室」を設置し、コンプライアンスの実施状
況を内部監査する。

ニ.当社は監査等委員会設置会社であり、取締役の職務執行については監査等委
員会の定める「監査等委員会監査等基準」に基づき監査を実施する。

②取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制
当社は、取締役会議事録、稟議書その他取締役の職務の執行に係る文書その

他の情報を「文書管理規程」および「情報システム総括規程」等の社内規程に
従って適切に保存および管理する。

③損失の危険の管理に関する規程その他の体制
当社は、事業活動に係る様々なリスクの管理と顕在化を未然に防止するた

め、リスク管理委員会を設置し、リスク情報を収集・分析して予兆の早期発見
を行うとともに、万一、リスクが発生したときには、迅速かつ的確な施策がで
きるように規程およびマニュアル等を整備して、リスク管理体制を構築する。

④取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
イ.当社は、定例の取締役会を原則として毎月１回開催し、「取締役会規則」に

より定めている事項およびその付議基準に該当する事項は、すべて取締役会
に付議することを遵守して重要事項の決定を行う。

ロ.当社は、取締役会の諮問機関として指名委員会および報酬委員会を設置し、
取締役会から諮問された事項につき、これらの委員会において審議した内容
を取締役会に答申し、取締役会は当該答申内容を踏まえて決議することによ
り、役員の指名および報酬に関する公正性、透明性、客観性を担保する。

ハ.また、原則毎月、経営委員会を開催し、経営情報の共有化を図るとともに、
重要な業務執行に関する事項について協議し、機動的な意思決定を行い、経
営の効率化を進める。

⑤当社および子会社からなる企業集団における業務の適正を確保するための体制
イ.子会社の取締役等の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制

当社は、「グループ会社管理規程」を定め、子会社の経営内容を的確に把
握するために、経営委員会等で子会社の月次業績、財務状況その他の重要な
情報を報告する。
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ロ.子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
当社は、「リスク管理規程」および「リスク管理実施要領規程」に従っ

て、グループ事業を取り巻く様々なリスクの顕在化の未然防止または最小化
のために、リスク管理委員会を必要に応じ開催し、リスクの把握および適切
な対策を講じる。

ハ.子会社の取締役等の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
当社は、子会社の経営の自主性を尊重するとともに、定期的に開催される

経営委員会等で、重要事項の事前協議を行い、子会社の取締役会において決
議することにより、効率性を確保する。

ニ.子会社の取締役等および使用人の職務の執行が法令および定款に適合するこ
とを確保するための体制
a.当社は、「ツガミグループ行動規範」に基づき、子会社のコンプライアン
ス遵守体制を確保する。

b.定期的に開催される経営委員会等に子会社の取締役等も参加し、内部統制
に関する協議を進める。

c.内部監査部門（監査室）は、子会社が業務の執行において法令・社内規程
およびコンプライアンスを遵守していることを確認する。

⑥監査等委員会がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における
当該使用人に関する事項

イ.当社は、監査等委員会から請求がある場合は、監査等委員会を補助すべき使
用人（補助使用人）を置くことができる。

ロ.当社は、企業規模、業種、経営上のリスクその他当社固有の事情を考慮し、
監査の実効性の確保の観点から、補助使用人の体制の強化に努める。

⑦前号の使用人の取締役（監査等委員である取締役を除く）からの独立性に関する事

項および当該使用人に対する監査等委員会の指示の実効性の確保に関する事項

イ.当社は、補助使用人の取締役（監査等委員である取締役を除く）からの独立

性の確保に努める。

ロ.当社は、補助使用人の独立性の確保に必要な下記事項の明確化などに取り組む。

a.補助使用人の権限

b.補助使用人の属する組織

c.取締役（監査等委員である取締役を除く）の補助使用人に対する指揮命令

権を排除する。

d.補助使用人の人事異動、人事評価、懲戒処分等に対する監査等委員会の同

意権を付与する。

⑧監査等委員会への報告に関する体制

イ.当社の取締役および使用人が監査等委員会に報告するための体制

取締役（監査等委員である取締役を除く）及び使用人は、その職務の執行

に関して、次の事項を遅滞なく監査等委員会に報告する。

a.会社に著しい影響を及ぼしうる重要な事実を発見したときは、その事実に

関する事項
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b.法令・定款に違反する、またはその恐れがある行為を発見した場合は、そ

の事実に関する事項

c.内部監査部門（監査室）の内部監査の結果

d.内部通報制度の運用状況及び通報の内容

ロ.子会社の取締役、監査役等および使用人またはこれらの者から報告を受けた

者が当社の監査等委員会に報告するための体制

a.子会社の役員および使用人は、法令・定款に違反する、またはその恐れが

ある行為、あるいは会社に著しい影響を及ぼしうる重要な事実を発見した

ときは、遅滞なく当社の監査等委員会に報告する。

b.子会社の内部監査部門は、子会社における内部監査の結果を当社の監査等

委員会に報告する。

⑨監査等委員会へ報告した者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱い

を受けないことを確保するための体制

当社は、前項の監査等委員会への報告をした者が当該報告をしたことを理

由に不利な取扱いを受けない旨の体制の整備に努める。

⑩監査等委員の職務の執行について生ずる費用の前払または償還の手続その他の当

該職務の執行について生ずる費用または債務の処理に係る方針に関する事項

当社は、監査等委員がその職務の執行に関して費用の前払などの請求をし

たときは、当該請求に係る費用などが当該監査等委員の職務の執行に必要で

ないことを証明しうる場合を除き、速やかに当該請求に応じる。

⑪その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制

イ.監査等委員会は、代表取締役と定期的に会合を持ち、監査上の重要課題につ

いて意見交換を行う。

ロ.監査等委員会は、会計監査人と定期的に会合を持ち、意見および情報の交換

を行うとともに、必要に応じて、会計監査人に報告を求める。

ハ.監査等委員会は、内部監査部門（監査室）と密接な連携を保ちつつ、必要に

応じて内部監査部門に調査を求めることができる。

⑫財務報告の信頼性を確保するための体制

イ.財務報告の信頼性確保および金融商品取引法の定める内部統制報告書の有効

かつ適切な提出のため、内部統制報告制度を整備する。

ロ.内部統制システムと金融商品取引法およびその他の関係法令との適合性を確

保するために、その仕組みを継続的に評価し、必要な是正を行う。

ハ.本制度の運用におけるモニタリング、評価、改善支援は内部監査部門（監査

室）を責任部署として実施する。

⑬反社会的勢力を排除するための体制

イ.社会の秩序や企業の健全な活動に脅威を与える反社会的勢力に対しては、毅

然とした姿勢で組織的に対応する。

ロ.反社会的勢力による不当要求事案等の発生時は、警察、弁護士、企業防衛協

議会等の外部専門機関とも連携して対応する。
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（業務の適正を確保するための体制の運用状況）

当事業年度における業務の適正を確保するための体制の運用状況は以下の通り

であります。

①コンプライアンス体制

当社は、コンプライアンス方針を定めた「ツガミグループ行動規範」を当社

グループの全社員に配布し、法令および定款を順守するための取組みを継続的

に行っております。また、内部通報制度の構築、内部監査部門（監査室）によ

るコンプライアンス実施状況についての内部監査実施などにより実効性向上に

努めております。

②リスク管理体制

「リスク管理規程」および「リスク管理実施要領規程」に従い、適宜リスク

管理委員会を開催し、当社グループのリスクの状況把握、監視を行い、適切な

対策を講じてきました。また、その状況は適宜取締役会等に報告し協議を行う

などリスク管理の強化に取り組んでおります。

③取締役の職務執行

当社は「取締役会規則」に基づき、原則として毎月１回取締役会を開催し、

法令または定款に定められた事項および経営上重要な事項の決議を行うととも

に、取締役の職務執行の監督を行っております。

また、現在の社外取締役５名体制により、外部からの経営の監視機能という

面でガバナンス機能を十分発揮できる体制であると考えますが、より独立した

立場からの監督機能を確保することが重要であるとの認識のもと、独立社外取

締役が過半数を占める任意の指名委員会および報酬委員会を設置し、一層のガ

バナンス強化を図っております。

④グループ管理体制

「グループ会社管理規程」に基づき、経営委員会等において、子会社は月次

業務、財務状況その他重要な情報を報告しております。また、内部監査部門

（監査室）が重要な子会社の業務監査を定期的に実施しております。

⑤監査等委員の職務執行

監査等委員は、定例の監査等委員会を開催している他、取締役会および経営

委員会などの重要な会議に出席しております。また、業務執行に関する重要な

文書を閲覧し、必要に応じて当社取締役および使用人に説明を求めておりま

す。当社代表取締役、会計監査人および内部監査部門（監査室）と定期的な情

報交換を行い、監査の有効性の確保を図っております。
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連結財政状態計算書

（2026年３月31日現在）
(単位：百万円)

科　　目 金 額 科　　目 金 額

（ 資   産 ） （ 負   債 ）

流 動 資 産

現金及び現金同等物

営業債権及びその他の債権

その他の金融資産

棚 卸 資 産

その他の流動資産

流 動 資 産 合 計

非 流 動 資 産

有 形 固 定 資 産

使 用 権 資 産

無 形 資 産

退職給付に係る資産

その他の金融資産

繰 延 税 金 資 産

その他の非流動資産

非流動資産合計
　

42,180

50,321

62

32,724

1,206

126,496

17,440

2,816

142

2

6,182

635

341

27,559
　

流 動 負 債

営業債務及びその他の債務 20,073

借 入 金 9,010

その他の金融負債 206

未払法人所得税等 3,794

引 当 金 652

契 約 負 債 6,407

その他の流動負債 941

流 動 負 債 合 計 41,086

非 流 動 負 債

その他の金融負債 158

退職給付に係る負債 931

引 当 金 5

繰 延 税 金 負 債 4,752

その他の非流動負債 644

非流動負債合計 6,492

負 債 合 計 47,578

（ 資   本 ）

資 本 金 12,345

資 本 剰 余 金 706

自 己 株 式 △2,767

そ の 他 の 資 本 の 構 成 要 素 16,412

利 益 剰 余 金 53,405

親会社の所有者に帰属する
持 分 合 計

80,102

非 支 配 持 分 26,374

資 本 合 計 106,477

資 産 合 計 154,055 負債及び資本合計 154,055

連結財政状態計算書
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連結損益計算書

（ 2025年４月１日から
2026年３月31日まで ）

(単位：百万円)

科 目 金 額

売 上 収 益 129,140

売 上 原 価 △81,168

売 上 総 利 益 47,971

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 △13,979

そ の 他 の 収 益 2,245

そ の 他 の 費 用 △135

営 業 利 益 36,102

金 融 収 益 574

金 融 費 用 △1,060

税 引 前 利 益 35,617

法 人 所 得 税 費 用 △11,298

当 期 利 益 24,318

当 期 利 益 の 帰 属

親 会 社 の 所 有 者 16,745

非 支 配 持 分 7,572

当 期 利 益 24,318

連 結 損 益 計 算 書
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連結持分変動計算書

（ 2025年４月１日から
2026年３月31日まで ）

（単位：百万円）

親会社の所有者に帰属する持分

資 本 金
資 本
剰 余 金

自 己 株 式

その他の資本の構成要素

在外営業
活動体の
換算差額

その他の包括
利益を通じて
公正価値で測定
する金融資産

2 0 2 5年４月１日時点の残高 12,345 2,878 △861 6,372 2,339
当期利益
その他の包括利益 6,578 898

当 期 包 括 利 益 合 計 － － － 6,578 898
自己株式の取得 △2,002
自己株式の処分 13 97
配当金
利益剰余金への振替
非支配持分との資本取引 △2,185 224

所有者との取引額合計 － △2,172 △1,905 224 －
202 6年３月31日時点の残高 12,345 706 △2,767 13,175 3,237

親会社の所有者に帰属する持分

非支配
持 分

合 計
その他の資本の構成要素

利 益
剰 余 金

合 計確定給付制度
の 再 測 定

合 計

202 5年４月１日時点の残高 － 8,712 39,822 62,897 21,217 84,114
当期利益 － 16,745 16,745 7,572 24,318
その他の包括利益 38 7,514 7,514 3,171 10,686
当 期 包 括 利 益 合 計 38 7,514 16,745 24,260 10,744 35,004
自己株式の取得 － △2,002 △2,002
自己株式の処分 － 4 115 115
配当金 － △3,206 △3,206 △2,575 △5,781
利益剰余金への振替 △38 △38 38 － －
非支配持分との資本取引 224 △1,961 △3,011 △4,972

所有者との取引額合計 △38 185 △3,163 △7,054 △5,586 △12,641
2 0 2 6年３月 3 1日時点の残高 － 16,412 53,405 80,102 26,374 106,477

連結持分変動計算書
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貸借対照表

（2026年３月31日現在）
(単位：百万円)

科　　目 金 額 科　　目 金 額

（資  産  の  部） （負  債  の  部）

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受 取 手 形

電 子 記 録 債 権

売 掛 金

製 品 ・ 商 品

仕 掛 品

原材料・貯蔵品

関係会社短期貸付金

未 収 消 費 税 等

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

構 築 物

機 械 装 置

車 両 運 搬 具

工具・器具備品

土 地

リ ー ス 資 産

建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産

電 話 加 入 権

ソ フ ト ウ ェ ア

リ ー ス 資 産

そ の 他

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

関 係 会 社 株 式

関係会社出資金

関係会社長期貸付金

前 払 年 金 費 用

そ の 他
　

23,422

5,041

3

125

5,901

4,184

1,501

3,430

1,332

747

1,280

△126

15,547

1,786

1,266

65

123

3

59

246

13

7

53

7

43

1

0

13,707

5,634

2,913

859

3,960

141

197
　

流 動 負 債 11,457

支 払 手 形 13

電 子 記 録 債 務 1,724

買 掛 金 3,602

短 期 借 入 金 4,800

未 払 金 174

未 払 費 用 283

未 払 法 人 税 等 71

製品保証引当金 232

賞 与 引 当 金 368

そ の 他 186

固 定 負 債 1,482

繰 延 税 金 負 債 518

退職給付引当金 948

そ の 他 16

負 債 合 計 12,939

（純 資 産 の 部）

株 主 資 本 22,998

資 本 金 12,345

資 本 剰 余 金 18

その他資本剰余金 18

利 益 剰 余 金 13,394

利 益 準 備 金 1,659

その他利益剰余金 11,735

繰越利益剰余金 11,735

自 己 株 式 △2,760

評価・換算差額等 3,032

その他有価証券評価差額金 3,032

純 資 産 合 計 26,031

資 産 合 計 38,970 負債・純資産合計 38,970

貸　借　対　照　表
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損益計算書

（ 2025年４月１日から
2026年３月31日まで ）

(単位：百万円)

科 目 金 額

売 上 高 25,561

売 上 原 価 17,906

売 上 総 利 益 7,654

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 5,190

営 業 利 益 2,464

営 業 外 収 益 5,654

受 取 利 息 107

受 取 配 当 金 5,452

貸 倒 引 当 金 戻 入 額 2

受 取 保 険 金 47

そ の 他 45

営 業 外 費 用 342

支 払 利 息 128

為 替 差 損 108

手 形 売 却 損 71

そ の 他 33

経 常 利 益 7,777

特 別 利 益 8

固 定 資 産 売 却 益 8

特 別 損 失 36

固 定 資 産 除 却 損 36

税 引 前 当 期 純 利 益 7,748

法人税、住民税及び事業税 716

法 人 税 等 調 整 額 67

当 期 純 利 益 6,964

損　益　計　算　書
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株主資本等変動計算書

（ 2025年４月１日から
2026年３月31日まで ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

株主資本

資 本 金

資本剰余金 利益剰余金

そ の 他

資 本

剰 余 金

資 本

剰 余 金

合 計

利 益
準 備 金

その他利益
剰 余 金

利 益

剰 余 金

合 計
繰越利益
剰 余 金

当 期 首 残 高 12,345 － － 1,338 8,297 9,636

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 320 △3,526 △3,206

当 期 純 利 益 6,964 6,964

自 己 株 式 の 取 得

自 己 株 式 の 処 分 18 18

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
当 期 変 動 額 ( 純 額 ）

当 期 変 動 額 合 計 － 18 18 320 3,438 3,758

当 期 末 残 高 12,345 18 18 1,659 11,735 13,394

株主資本 評価・換算差額等

純 資 産
合 計自己株式

株主資本

合 計

そ の 他
有価証券
評価差額金

評価･換算
差額等合計

当 期 首 残 高 △856 21,124 2,154 2,154 23,278

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △3,206 △3,206

当 期 純 利 益 6,964 6,964

自 己 株 式 の 取 得 △2,002 △2,002 △2,002

自 己 株 式 の 処 分 98 117 117

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
当 期 変 動 額 ( 純 額 ）

878 878 878

当 期 変 動 額 合 計 △1,903 1,873 878 878 2,752

当 期 末 残 高 △2,760 22,998 3,032 3,032 26,031

株主資本等変動計算書
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連結計算書類に係る会計監査報告

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 石 井 広 幸

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 渡 辺 一 生

独立監査人の監査報告書
2026年５月13日

株式会社ツガミ
　取締役会　御中

EY新日本有限責任監査法人
新潟事務所

　
監査意見
　当監査法人は、会社法第４４４条第４項の規定に基づき、株式会社ツガミの２０
２５年４月１日から２０２６年３月３１日までの連結会計年度の連結計算書類、す
なわち、連結財政状態計算書、連結損益計算書、連結持分変動計算書及び連結注記
表について監査を行った。
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、会社計算規則第１２０条第１項後段の規
定により定められた、国際会計基準で求められる開示項目の一部を省略した会計の
基準に準拠して、株式会社ツガミ及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算
書類に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示して
いるものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し
て監査を行った。監査の基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査
における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫
理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規定を含
む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのそ
の他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分か
つ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、そ
の他の記載内容を作成し開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その
他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視す
ることにある。
　当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含ま
れておらず、当監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、
通読の過程において、その他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過
程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような
重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払う
ことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると
判断した場合には、その事実を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に係る会計監査報告
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連結計算書類に係る会計監査報告

連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任
　経営者の責任は、連結計算書類を会社計算規則第１２０条第１項後段の規定によ
り定められた、国際会計基準で求められる開示項目の一部を省略した会計の基準に
より作成し、適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した
内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算
書類を作成することが適切であるかどうかを評価し、会社計算規則第１２０条第１
項後段の規定により定められた、国際会計基準で求められる開示項目の一部を省略
した会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当
該事項を開示する責任がある。
　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務
の執行を監視することにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類
に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得
て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明すること
にある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計
すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場
合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監
査の過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以
下を実施する。
　・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な

虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び
適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監
査証拠を入手する。

　・連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するための
ものではないが、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な
監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

　・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって
行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

　・経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかど
うか、また、入手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じ
させるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論
付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報
告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確
実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対
して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査
報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況によ
り、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。
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　・連結計算書類の表示及び注記事項が、会社計算規則第１２０条第１項後段の規
定により定められた、国際会計基準で求められる開示項目の一部を省略した会
計の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計
算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事
象を適正に表示しているかどうかを評価する。

　・連結計算書類に対する意見表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報
に関する十分かつ適切な監査証拠を入手するために、連結計算書類の監査を計
画し実施する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指揮、監督及び査閲に
関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の
実施過程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監
査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に
関する規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考え
られる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因
を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内
容について報告を行う。

利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の
規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 石 井 広 幸

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 渡 辺 一 生

独立監査人の監査報告書
2026年５月13日

株式会社ツガミ
取締役会　御中

EY新日本有限責任監査法人
新潟事務所

　監査意見
　当監査法人は、会社法第４３６条第２項第１号の規定に基づき、株式会社ツガミ
の２０２５年４月１日から２０２６年３月３１日までの第１２３期事業年度の計算
書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表
並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められ
る企業会計の基準に準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況
を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し
て監査を行った。監査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査に
おける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理
に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規定を含
む。）に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の
責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証
拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、そ
の他の記載内容を作成し開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その
他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視す
ることにある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれ
ておらず、当監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通
読の過程において、その他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で
得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要
な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うこと
にある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると
判断した場合には、その事実を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類に係る会計監査報告
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計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に
準拠して計算書類等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬
による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必
要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等
を作成することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と
認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある
場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務
の執行を監視することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に
不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、
監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を表明することにあ
る。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計する
と、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、
重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監
査の過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以
下を実施する。
　・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な

虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び
適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監
査証拠を入手する。

　・計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのも
のではないが、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監
査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

　・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって
行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

　・経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどう
か、また、入手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさ
せるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付
ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告
書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性
に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外
事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日
までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は
継続企業として存続できなくなる可能性がある。

　・計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められ
る企業会計の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含め
た計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会
計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
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　監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の
実施過程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監
査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に
関する規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考え
られる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因
を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内
容について報告を行う。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載
すべき利害関係はない。

以　上
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監査報告書

　当監査等委員会は、2025年４月１日から2026年３月31日までの第123期事業年

度における取締役の職務の執行を監査いたしました。その方法および結果につい

て以下のとおり報告いたします。

１. 監査の方法およびその内容

　監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロおよびハに掲げる事項

に関する取締役会決議の内容ならびに当該決議に基づき整備されている体制

（内部統制システム）について取締役および使用人等からその構築および運用

の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明す

るとともに、下記の方法で監査を実施いたしました。

①　監査等委員会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部統制

部門と連携の上、重要な会議に出席し、取締役および使用人等からその職務

の執行に関する事項の報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書

類等を閲覧し、本社および主要な事業所において業務および財産の状況を調

査いたしました。また、子会社については、子会社の取締役および監査役等

と意思疎通および情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を

受けました。

②　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを

監視および検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について

報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務

の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131

条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（企業会計審議会）

等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告およびその附属明細書、

計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書および個別注記表）およ

びその附属明細書ならびに連結計算書類（連結財政状態計算書、連結損益計算

書、連結持分変動計算書および連結注記表）について検討いたしました。

監査等委員会の監査報告
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２. 監査の結果

(1) 事業報告等の監査結果

①  事業報告およびその附属明細書は、法令および定款に従い、会社の状況

を正しく示しているものと認めます。

②  取締役の職務の執行に関する不正の行為または法令もしくは定款に違反

する重大な事実は認められません。

③　内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めま

す｡また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容および取締

役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

(2) 計算書類およびその附属明細書の監査結果

会計監査人EY新日本有限責任監査法人の監査の方法および結果は相当で

あると認めます。

(3) 連結計算書類の監査結果

　会計監査人EY新日本有限責任監査法人の監査の方法および結果は相当で

あると認めます。

2026年５月13日

　　株式会社ツガミ　監査等委員会

監査等委員 半 場 　 秀 ㊞

監査等委員 竹 内 芳 美 ㊞

監査等委員 太 田 邦 正 ㊞

監査等委員 安 達 健 祐 ㊞

(注)　監査等委員 半場　秀、竹内芳美、太田邦正、安達健祐は、会社法

　　第２条第15号および第331条第６項に定める社外取締役であります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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取締役（監査等委員である取締役を除く）選任議案

候補者
番　号

氏　　　　名
（生年月日）

略歴、当社における地位および担当
（重要な兼職の状況）

所有当社
株 式 数

1

やま

山　
みや

宮　
みち

道　
よ

代

(1969年7月26日生)

［女　性］

[社外][独立役員]

1998年４月 弁護士登録

2005年９月 ニューヨーク州弁護士登録

2010年７月 田辺総合法律事務所入所

2011年１月 同事務所パートナー(現任)

2020年６月 当社社外取締役(監査等委員)

2025年６月 当社社外取締役(現任)

0株

（社外取締役候補者とした理由および期待される役割の概要）

弁護士としての豊富な経験と幅広い見識を有するとともに、企業法務に精通
し、長年にわたり企業の経営全般を見てきた深い知見を有しております。こ
れらを基に、特に企業法務や企業経営の専門的な観点から、取締役の職務執
行に対する監督、助言等いただくことを期待しており、引き続き社外取締役
候補者といたしました。

株主総会参考書類

第１号議案 取締役(監査等委員である取締役を除く。)４名選任の件

　取締役(監査等委員である取締役を除く。以下、本議案において同じ。)

５名全員は、本株主総会終結の時をもって任期満了となります。

　つきましては、取締役４名(うち社外取締役１名)の選任をお願いするも

のであります。

　なお、本議案につきましては、独立社外取締役が過半数を占める指名委員

会における審議を経ており、監査等委員会は全ての取締役候補者について

適任であると判断しております。

　取締役候補者は、次のとおりです。
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取締役（監査等委員である取締役を除く）選任議案

候補者

番　号

氏　　　　名

（生年月日）

略歴、当社における地位および担当

（重要な兼職の状況）

所有当社

株 式 数

２

わた

渡
 

　
べ

部
 

　
のぶ

昇
 

　
ひろ

弘

(1971年1月29日生)

［男　性］

1993年４月 当社入社

2011年４月 当社執行役員　海外統括部次長

2014年12月 TSUGAMI PRECISION ENGINEERING 

INDIA PRIVATE LIMITED 出向

2019年４月 当社Co-COO 国内営業部門統括

2022年６月 当社統括役員 国内営業部門担当

2023年６月 当社代表取締役社長 統括役員 

国内営業部門担当

2023年10月 当社代表取締役社長 統括役員

国内営業部門担当 兼 工場部門担当

2024年６月 当社代表取締役社長 統括役員 

長岡工場長(技術･生産部門統括) 

兼 国内営業部門統括(現任)

71,100株

（取締役候補者とした理由）

長年にわたり当社の技術部門および国内・海外営業部門の業務に携わってお

り、豊富な経験と幅広い見識を有しております。これらを当社グループの持

続的な成長と企業価値の向上に活かしたいと判断し、引き続き取締役候補者

といたしました。

３

まつ

松

 

　
した

下

 

　
ま

真

 

　
み

実

(1964年7月3日生)

[女　性]

2010年１月 当社入社

2011年４月 当社執行役員 海外統括部次長

2013年６月 当社上席執行役員 海外統括部付部長

2016年４月 当社専務執行役員 海外統括部長

2017年４月 当社COO 海外事業統括部長

2021年６月 当社Co-COO 海外部門統括 兼 海外

事業統括部長

2022年６月 当社統括役員 海外部門担当 兼

海外事業統括部長

2024年４月 当社統括役員 海外事業部門担当 兼

海外事業統括部長

2024年６月 当社代表取締役 統括役員 海外事

業部門統括（現任）

120,600株

（取締役候補者とした理由）

長年にわたり当社の海外事業部門の業務に携わっており、豊富な経験と幅広

い見識を有しております。これらを当社グループの持続的な成長と企業価値

の向上に活かしたいと判断し、引き続き取締役候補者といたしました。

－ 41 －



2026/05/13 15:54:07 / 25299961_株式会社ツガミ_招集通知_電子提供措置用

取締役（監査等委員である取締役を除く）選任議案

候補者
番　号

氏　　　　名
（生年月日）

略歴、当社における地位および担当
（重要な兼職の状況）

所有当社
株 式 数

４

おう

王
 

　
 

　
 

　
しょう

暁
 

　
くん

坤

(1971年11月7日生)

［新　任］

［男　性］

2011年３月 津上精密机床(浙江)有限公司

入社 営業部 副部長

2013年１月 津上精密机床(浙江)有限公司

営業部 部長

2013年８月 津上精密机床(浙江)有限公司

副総経理 兼 営業第一部部長

2015年12月 津上精密机床(浙江)有限公司

副総経理 兼 営業本部長

2016年11月 津上精密机床(浙江)有限公司

董事 兼 副総経理 兼 営業本部長

2023年11月 津上精密机床(浙江)有限公司

董事 兼 総経理

2025年６月 津上精密机床(浙江)有限公司

董事長 兼 総経理(現任)

津上精密機床(中國)有限公司

業務執行董事

2025年11月 津上精密機床(中國)有限公司

Ｃhairman＆ＣＥＯ(現任)

2025年12月 津上精密機床(香港)有限公司

董事(現任)

0株

（取締役候補者とした理由）

長年にわたり当社の海外現地子会社の経営に携わり、グローバル事業拡大
に貢献しております。その豊富な経験と幅広い見識が、当社グループの持
続的な成長と企業価値の向上に欠かせないと判断し、取締役候補者といた
しました。

（注）１．山宮道代氏は、社外取締役候補者であります。同氏は現在、当社の社外取締役であり、在

任期間は本株主総会終結の時をもって６年であります。

２．各取締役候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。

３．当社は、山宮道代氏との間で会社法第427条第１項の規定に基づき同法第423条第１項の損

害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額

は、法令が規定する最低責任限度額としており、山宮道代氏の再任が承認された場合は、

同氏との間で、当該契約を継続する予定であります。

４．当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を

締結しており、当該保険契約の内容の概要は、事業報告の15頁に記載のとおりです。各取

締役候補者の選任が承認されますと、当該保険契約の被保険者に含められることとなりま

す。また、当該保険契約は次回更新時においても同内容での更新を予定しております。

５．当社は、山宮道代氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に

届け出ており、引き続き独立役員とする予定であります。
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監査等委員である取締役選任議案

氏　　　　名
（生年月日）

略歴、当社における地位および担当
（重要な兼職の状況）

所有当社
株 式 数

1

はん

半

 

　
ば

場

 

　

 

　
しゅう

秀

(1965年8月21日生)

[男　性]

[社外][独立役員]

1993年４月 弁護士登録

1993年４月 岩田合同法律事務所入所

2004年２月 ニューヨーク州弁護士登録

2010年８月 島田法律事務所入所

2010年８月 同事務所パートナー(現任)

2024年６月 当社社外取締役(監査等委員)(現任)

0株

（監査等委員である社外取締役候補者とした理由および期待される役割の概要）

弁護士としての豊富な経験と幅広い見識を有するとともに、企業法務に精通
し、長年にわたり企業の経営全般を見てきた深い知見を有しております。これ
らを基に、取締役の職務執行に対する監督、助言等いただくことを期待してお
り、引き続き監査等委員である社外取締役候補者といたしました。

2

たけ

竹　
うち

内　
よし

芳　
み

美

(1948年8月21日生)

[男　性]

[社外][独立役員]

1978年１月 九州工業大学助教授

1988年１月 電気通信大学教授

2002年６月 大阪大学大学院工学研究科教授

2011年９月 中部大学工学部教授

大阪大学名誉教授(現任)

2017年４月 中部大学副学長

2019年４月 中部大学総長補佐、教授

2020年６月 当社社外取締役(監査等委員)(現任)

2021年４月 中部大学学長

2023年６月 中部大学理事長(現任)

0株

（監査等委員である社外取締役候補者とした理由および期待される役割の概要）

長年にわたり、工作機械および生産加工システムの研究に携わっておられ、当
社事業と関連の深い分野における造詣も深い方であります。これらを基に、取
締役の職務執行に対する監督、助言等いただくことを期待しており、引き続き
監査等委員である社外取締役候補者といたしました。

第２号議案 監査等委員である取締役３名選任の件

　監査等委員である取締役３名が、本株主総会終結の時をもって任期満了

となります。つきましては、改めて監査等委員である取締役３名(社外取

締役３名)の選任をお願いするものであります。

　なお、本議案につきましては、独立社外取締役が過半数を占める指名委

員会における審議を経ており、監査等委員会の同意を得ております。

　監査等委員である取締役候補者は、次のとおりであります。
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監査等委員である取締役選任議案

氏　　　　名
（生年月日）

略歴、当社における地位および担当
（重要な兼職の状況）

所有当社
株 式 数

3

あ

安　
だち

達　
けん

健　
ゆう

祐

(1952年7月27日生)

[男　性]

[社外][独立役員]

1977年４月 通商産業省(現経済産業省)入省

2007年７月 経済産業省貿易経済協力局長

2008年７月 同省大臣官房長

2010年７月 同省経済産業政策局長

2011年８月 経済産業事務次官

2014年６月 旭化成㈱社外取締役

東洋エンジニアリング㈱社外取締役

2016年６月 ㈱商工組合中央金庫 代表取締役社長

2020年６月 当社社外取締役(監査等委員)(現任)

2021年６月 日本アルコール販売㈱社外取締役

2023年３月 ＥＮＥＣＨＡＮＧＥ㈱社外取締役(現任)

0株

（監査等委員である社外取締役候補者とした理由および期待される役割の概要）

当社の工作機械業界をはじめとして各業界に関して、永年にわたる豊富な経験
と高い見識を有しております。これらを基に、取締役の職務執行に対する監
督、助言等いただくことを期待しており、引き続き監査等委員である社外取締
役候補者といたしました。

（注）１. 候補者と会社との間に特別の利害関係はありません。

２. 半場秀氏、竹内芳美氏、および安達健祐氏は現在、当社の監査等委員である社外取締役で

あり、本総会終結の時をもって、監査等委員である社外取締役としての在任期間は、半場

秀氏は２年、竹内芳美氏、安達健祐氏は６年であります。

３. 当社は、半場秀氏、竹内芳美氏、および安達健祐氏との間で会社法第427条第１項の規定

に基づき同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契

約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が規定する最低責任限度額としており、半場秀

氏、竹内芳美氏、および安達健祐氏の再任が承認された場合は、３氏との間で、当該契約

を継続する予定であります。

４. 当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約

を締結しており、当該保険契約の内容の概要は、事業報告の15頁に記載のとおりです。監

査等委員である取締役候補者の選任が承認されますと、引き続き当該保険契約の被保険者

に含められることとなります。また、当該保険契約は次回更新時においても同内容での更

新を予定しております。

５. 当社は、半場秀氏、竹内芳美氏、および安達健祐氏を東京証券取引所の定めに基づく独立

役員として指定し、同取引所に届け出ております。３氏の再任が承認された場合には、引

き続き独立役員とする予定であります。
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監査等委員である取締役選任議案

企業経営業界知識
国際的

経験

営業・

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

技術・

研究開発
法務 財務会計

 山宮　道代

［女性・社外・独立］
● ● ●

 渡部　昇弘

［男性］
● ● ● ● ●

 松下　真実

［女性］
● ● ● ● ●

 王　暁坤

［男性］
● ● ● ● ●

 半場　秀　(監査等委員)

［男性・社外・独立］
● ● ●

 竹内　芳美(監査等委員)

［男性・社外・独立］
● ● ●

 太田　邦正(監査等委員)

［男性・社外・独立］
● ● ● ● ● ●

 安達　健祐(監査等委員)

［男性・社外・独立］
● ● ●

（ご参考）

　取締役候補者の主要な専門性と経験は、次のとおりであります。

　なお、以下の取締役会の構成は本株主総会における取締役選任議案が全て原案どお

りご承認いただけた場合を前提に作成しております。

※各取締役が有する全ての専門性・経験等を表すものではありません。

※上記に加え、取締役全員がサステナビリティの視点をもって経営に取り組んでおります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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地図

株主総会会場ご案内図

【会　場】

新潟県長岡市台町２丁目８番35号　ホテルニューオータニ長岡３階　桜の間

電話　0258－37－1111（代表）

【交　通】

■電車でお越しのお客様

上越新幹線・信越本線・上越線　JR長岡駅東口より徒歩１分

■自動車でお越しのお客様

関越自動車道　長岡ICより約15分、長岡南越路スマートICより約20分

北陸自動車道　中之島・見附ICより約25分
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